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論文要旨： 
合趾症手術において局所皮弁を使用した術式では、皮弁の基部が狭くなる傾向があり、さらにそれを回
転させることで皮弁の血流が悪くなり、鬱血や虚血を呈することが問題であったが今回 plantar 
cutaneous venous arch を含んだ皮弁を考案し、施行した。対象は 2007 年から 2011 年までに plantar 
cutaneous venous arch を含んだ皮弁を使用し合趾症手術を行った４人、７趾の症例。対象の年齢は１
１ヶ月から６歳であった。本術式の術後の皮弁の血行は安定しており、回転も容易であった。皮弁は術
後に鬱血や虚血を呈したものは無く、形成した趾間も拘縮なく経過している。 
本方法の利点は手術方法がシンプルであり、技術的にも容易で簡便さらに、信頼性がある点である。さ
らに plantar cutaneous venous arch を含めた静脈皮弁の血流の安定性により植皮を行う面積を小さく
することが可能となった。この plantar cutaneous venous arch を含めた静脈皮弁を用いた合趾症手
術は非常に有用であると考えている。 
審査過程： 
1. 本術式において、plantar cutaneous venous arch が挙上皮弁に含まれることの確認方法ついての質問に
対して妥当な回答が得られた。 
2. 本術式の至適施行時期、術後の固定期間についての質問に対して妥当な回答が得られた。 
3. 本術式の術後拘縮、他趾への合併障害についての質問に対して妥当な回答が得られた。 
4. 皮弁の作成方法についての質問に対して妥当な回答が得られた。 
5. 従来法と比較した本術式の有用性についての質問に対して妥当な回答が得られた。 
6. 術後の血流障害の有無のモニタリングについての質問に対して妥当な回答が得られた。 
価値判定： 
著者らが考案した plantar cutaneous venous arch を含んだ皮弁を用いた本術式は皮弁の血流の安定性
に伴い、皮弁の移動距離の増大さらに植皮面積の縮小化を実現可能とし、さらに結果的に皮弁の壊死や
血行障害により趾間の形成が不良となるなどの従来法における問題点を解決した優れた手術法であり、
臨床上、合趾症の治療成績の向上へ大きく貢献するものと考えられ、学位論文としての価値を認める。
 
